﻿８／２５
今日も収容所は平和です。さて、ツクシーの事考えてみよう。


元確かこう
１．戦闘破壊された時、相手フィールドに、ツクシトークンを出す。


改造版
１．召喚時発動出来る、相手フィールドに、ツクシトークンを三体まで特殊召喚する。
２．このカードと、相手フィールドのトークン一体をリリースして発動する。デッキ／手札から、レベル５以上のモンスターを一体特殊召喚する。それから、墓地のこのカードを装備カード扱いで装備する。
３．ユニオン効果。


使えると考えている。実際はわからない。こういうカードが無いからである。リンクスには。


よし、カードトレーダーのカード全部改造してしまおう。


ジャイアントワーム
改造版
１．通常召喚出来る。
２．レベル４
３．このカードは直接攻撃出来ない。（ジャイアントレックスが直接攻撃出来ないので）
４．このカードと戦闘を行うモンスターは、ダメージ計算前に、持ち主の手札に戻る。


ドクターフランゲ
１．１０００ライフポイントを支払う度に使用出来る。自分のデッキトップを確認し、それを、墓地に送るか、もしくは、デッキボトムに戻す。
２．１の効果で墓地に送ったカードを、次の自分のスタンバイフェイズ時、手札に全て加える。


フランゲ・・・？


六武の書
１．自分フィールドの、六武モンスターを、任意の枚数リリースし、使用出来る。
２．１で一枚リリースした場合、レベル６以下の、紫炎を特殊召喚出来る。デッキか手札か墓地から。
３．１で、二枚リリースした場合、レベル８以下の、紫炎を、特殊召喚出来る。デッキか手札か墓地から。
４．１で、３枚以上リリースした場合、任意のレベルの、紫炎を特殊召喚出来る。デッキ／手札／墓地から。


これで、シエンの影武者を出すわけだ。でも、シエンは紫炎じゃないから出せないって話を聞いた事がある。であれば、大将軍シエンならいいだけの話だ。


ワンダーガレージ
１．手札から機械族を一体特殊召喚する。
２．このカードが破壊された場合発動する。このカードを墓地からセットする。そして、手札に機械族がある場合、手札を全て相手に公開する事で、手札から、機械族を一体特殊召喚する。
３．罠


リバイスドラゴン
１．１０００アップ。
２．普通に直接攻撃出来るが、直接攻撃する度に、ライフを１０００失う。


ところで、ダークエルフって、失う効果なのか、支払う効果なのかどっちなんだ？ 支払うって書いてあるけど、勝手にひかれるんだよな。実際使うと、つまりだが、ライフ１０００以下の場合攻撃宣言出来ないんだろうか？ なので、こうする。


ダークエルフ
１．このカードが戦闘を行うダメージ計算前に発動する。コントローラーはライフを２０００失う。
２．直接攻撃出来る。


ほとんど役に立たないって事だ。２の効果付け加えれば役立つ。ところで、ライフ減って嬉しいのは、アロマガーデニングぐらいだと思う。かと言って、メドゥサと、アロマガーデニング同居出来ないと思う。ただ、メドゥサデッキって正直、２０枚だと多すぎるんじゃないのか？ しかしアレ悪魔族なので、他の悪魔族と組むんだろうか。デッキレシピ見てみるか。ゲーム内で。ところで、メドゥサは・・・蛇の化け物なので、爬虫類族の方が正しいんだろうなぁと思う。


駄目だ。ゲームのデッキレシピ使い物にならない。何故なら、テキスト検索出来ないから。メドゥサ検索したかったのにさ。


なので、最強なんとかってサイトで見てみると、呪眼は呪眼だけで構成するらしい。なら別に爬虫類族でも問題無いんだろうなと思う。ワームよりは爬虫類の要素が強いだろうな。ワームってイカに見える。爬虫類じゃなく。よし、ワーム改造しよう。ワーム弱いもんね。


８／２４
ーーー
マルウェアのことをウイルスやコンピューターウイルスという言葉で表現する場合もあります。


らしい。アクセスが集中しますので、順次開放します。状態になっている。ヒマなので、なんか考える。何を考えるかというと、ニュースでも見てみるか。


ポンペイのミイラが見つかったそうだ。というだけの話だな。一言で言ってしまった。そのミイラの墓には、文字が残されており、文字には、ギリシャ語で、ポンペイで、何かしらのパフォーマンスが開かれていた事がわかったらしい。


感想。読書感想文はあまり得意ではなかった。なるほど。そうなんだ。ぐらいの感想だな。ところで、私が改造したローリエの、自分の手札かフィールドのカード一枚破壊する効果だが、これはライフが高くないと使えないので、なんだろう。実際はあまり使えない。回復要素考えてみよう。


恵みの雨
１．お互いのライフを１０００回復する。
２．自分のスタンバイフェイズに発動出来る。このカードを手札に戻す。


２の効果が多分強力なので、手札捨てるデッキに投入される可能性がある気がする。


治療の神ディアンケト
１．自分のライフを１０００回復する。
２．エンドフェイズ毎に発動する。墓地のこのカードをセットする。
３．速攻魔法。


よくわからんけど強いんじゃないのかな。


ブルーポーションなど。
１．回復。
２．スタンバイフェイズ時、墓地のこのカードを手札に戻せる。


えーっとねー。多分・・・ウィッチクラフトで使えると思うんだよね。本筋から外れるけど。


天使の生き血
１．８００回復。
２．墓地のこのカードを、デッキボトムに戻し、一枚ドローする。


天使の施しがドロー効果あるので、天使シリーズというカテゴリーを作って、とにかくドロー出来るデッキにしよう。そういや、堕天使という連中がいたね。


ゴブリンの秘薬
１．６００回復
２．墓地のこのカードをデッキに戻し、デッキから、ゴブリンを一体特殊召喚する。


ゴブリンってついているんだから、ゴブリンのサポートカードにしよう。他に、ゴブリンカード考えてみるか。ゴブリンの時代到来しろ。


その前に、アロマポッドが収録されたパックに、DDパンドラが入っていたらしいが、DDパンドラなんというか、超使いづらいよね。強いのかどうか知らないけど。使える様にしてみよう。


１．自分の手札が無い場合に使用出来る。カードを一枚ドローする。
２．自分の場に、魔法罠が無い時に使用出来る。墓地から、魔法罠を一枚選びセット出来る。
３．自分の場に、モンスターがいない場合、手札／墓地から使用出来る。このカードを特殊召喚する。


なんか、手札どんどん使っていくデッキになら投入出来るんじゃないの？ インフェルニティだな。DDパンドラをインフェルニティに入れてみよう作戦を実行しても構わないぐらいのパンドラにしたい。レベル５だけど何か役に立つかな。パンドラと言えばエクトプラズマーだよな。


押し売りゴブリン。
１．永続罠
２．戦闘ダメージを与えた場合。
３．相手に与える戦闘ダメージが倍になる。
４．墓地のこのカードを除外して発動する。相手の墓地のカードを全て持ち主のデッキに戻しシャッフルする。この効果は、相手ターン中にも使用出来る。


ゴブリンの小役人。
１，永続罠
２．相手のライフが３０００以下の場合発動出来る。相手スタンバイフェイズの度に、相手に５００ダメージ与える。
３．墓地のこのカードを、デッキに戻し、発動する。相手はライフを半分支払う。この効果は、このカードが墓地に送られたターンは使えないが、相手ターン中にも使用出来る。


ところで、相手が、コズミックサイクロン使用した時、３の効果チェーンして使用して、相手のライフ１０００未満まで減った場合、一体どうなるんだろう？


追い剥ぎゴブリン
１．永続罠
２．戦闘ダメージを与えた場合、相手の手札を一枚選択して、自分の手札に加える。
３．墓地のこのカードを除外して発動する。指定したモンスターはこのターン、相手プレイヤーに直接攻撃出来る。


ところで、アロマガーデニング、永続魔法より、永続罠の方がいいんじゃないのか？ そうしてしまおう、大抵のカードは罠の方が強い。


１．通常罠
２．デッキ／手札から、アロマを一体特殊召喚する。
３．このカードを墓地からデッキに戻し発動する。自分フィールドのモンスターを一体指定して、そのモンスターの守備力と同じ数値、自分は回復する。この効果は、相手ターン中にも使用出来る。


と、永続じゃなくしてみた。やることはやると思われる。


対峙するG
１．EXからで出す。墓地からも蘇生出来る。
２．このカードは、相手の発動する、対象を取る効果を受けない。
３．このカードをアドバンス召喚した時発動出来る。このモンスターのレベル以下のモンスター一体を、持ち主の手札に戻す。


Gはリンクスに３枚いる気がする。ゴキボールサポートしたいところではある。シャインブラックも。ところで、ゴキポンが、シャインブラックと、ゴキボール同時に対応する為には、


ゴキポン
１．このカードが墓地に送られた時発動する。デッキから手札に、守備力２０００以下の昆虫族モンスターを一体手札に加える。
２．このカードが戦闘で破壊された場合発動出来る、デッキから、守備力１５００以下の昆虫族モンスターを特殊召喚し、バトルフェイズを終了させる。


とかどうだろう。ポンシリーズ増やそうと思えば増やせるよね。ノミポンとか。私は実は虫野郎なんだよ。なので、ラーバモス改造してみようか。まあ・・・・リンクスには使いたい虫けらいないけど。デビルドーザーとか、最早虫けらじゃないもんね。でかいから。


ラーバモス
１．このカードをリリースして発動する。デッキ／手札から、進化の繭一体を特殊召喚する。この効果は相手ターン中に使用出来る。


デビルドーザー
１．このカードは通常召喚出来る。
２．このカードは、自分の墓地／手札から、２体まで、モンスターを除外して、手札から特殊召喚出来る。除外した枚数によって、以下の効果を得る。
３．除外した枚数が一枚の場合、このカードが戦闘を行う、ダメージ計算前に発動する。相手はデッキトップを３枚墓地に送る。
４．除外した枚数が二枚の場合、このカードは、１ターンに二回攻撃宣言出来る。


ナチュル強化してみよう。ところで、既存の効果に、新たな効果追加すれば、絶対に強化になる、実は劣化している恐れもあるからね。


ラグウィード
１．ドローする効果
２．裏側表示のこのカードが、墓地に送られた場合発動出来る。このカードを墓地から特殊召喚し、守備を２０００上昇させる。


２の効果戦闘破壊でも使用出来るのかどうか知らない。出来るかもしれないと思っている。


レディバグ。ところで、髑髏顔レディバグの効果どうにかしたい。


１．回復効果。
２．このカードを、フィールド／手札から、墓地に送って発動する。自分はもう一枚、フィールド／手札から、カードを一枚墓地に送る。それから一枚ドローする。この効果は、相手ターンでも使用出来る。


ナチュルレディバグ
１．墓地／手札から特殊召喚
２．リリースして、ナチュルを強化する。
３．なんだっけか。ああ、このカードのレベルを、ターン終了時まで、２〜４のレベルのいづれかに、変化させる事が出来る。
４．チューナー




ーーー
階級なし        :        モクレン類 Magnoliids
目        :        クスノキ目 Laureales
科        :        クスノキ科 Laureaceae
属        :        ゲッケイジュ属 Laurus
種        :        ゲッケイジュ L. nobilis


綱        :        双子葉植物綱 Magnoliopsida
目        :        モクレン目 Magnoliales
科        :        バンレイシ科 Annonaceae
属        :        イランイランノキ属 Cananga
種        :        イランイランノキ C. odorata


多くの種が精油を含んでおり、葉や樹皮が薬用や香辛料に用いられている。


亜綱        :        モクレン亜綱 Magnoliidae
目        :        モクレン目 Magnoliales
科        :        シキミモドキ科 Winteraceae


Pseudowintera - マオリ語でホロピト（horopito）と呼ばれ、腸チフスの薬とされた低木 P. axillaris および P. colorata はこの属のものである[6]。


運営に一回だけ言ったけど、アロマの、レベル７と８を考えて欲しいってやつ。自分でも考えてみる。ヒマなので。このPseudowinteraってヤツにしてみる。これはレベル７。これは、カナンガ／ローリエ の 親戚として考えている。モクレン類なので。だから、カナンガ／ローリエと一緒に、効果を考えていく。


元のローリエ
１．墓地に送られると回復
２．回復するとチューナー
３．ライフが高い時、手札から特殊召喚


元のカナンガ
１．回復すると戻す
２．高いと相手５００下がる。


改造後
ローリエ
１．墓地に送られると回復
２．ライフが高い時、手札、フィールドから使用出来る。自分のカードを一枚破壊する。本人も破壊出来る。
３．回復すると発動する。墓地から蘇生する。


２の効果で本人を破壊すると、ライフを回復しつつ、一気に特殊召喚される仕様になっている。この方が強いと思う。今のままのローリエは使いみちが乏しい。回数制限無し。


カナンガ
１．墓地に送られると、次の相手バトルフェイズスキップ。
２．ライフが高い時、手札／フィールドから、使用出来る。相手一体を選択して、攻守を、５００下げる。この効果は、エンドフェイズまで続く。手札から使用した場合は、ターン終了時まで、このカードは公開され続ける。
３．回復すると発動する。ターン終了時に、一枚デッキ／墓地から、カードを手札に加える。このカードは魔法罠ゾーンにセット出来る。


このノリで行く。


Pseudowinteracea
１．墓地に送られると、次の自分スタンバイフェイズ時に再生する。
２．ライフが高い時、手札／フィールドから、使用出来る。ライフを１０００回復する。
３．回復すると発動する、フィールドのカード一枚を手札に戻す。


Winterace family and are known for their peppery taste, and glossy green leaves.Growing up to 8 metres tall and a trunk up to 10 cm in diameter[2] this small shrub-like tree, prefers damper, cold, tree shaded locations found in New Zealand forests in the North Island and the northern parts of the South Island.[3]biggest threat to the Lowland Horopito is their large roots that overcome the water supply and soil nutrients.A common parasite found in Lowland to Montane forests throughout the North Island is the Dactylanthus taylorii (Pua Reinga – Flower of the Underworld). This species takes a liking toward smaller tree species, like the Lowland Horopito, and therefore poses a threat to the Pseudowintera species, only in the North. The embryo root of a Dactylanthus seed exploits the slender root of its suitable host, by penetrating it, then gradually expands into a tube-like structure, eventually surrounding the host root.[16]There are also many types of insects that use the Pseudowintera as a host plant. Plant-SyNZ gives a reliability score: 0-10. 10 indicating a strong association to the Pseudowintera axillaris. The below species all received a 10[18]Medicinal uses        Edit
The lowland Horopito was initially used in cultures for its medical properties. The leaves produced a decoction used as a stimulant, for stomach aches, skin and venereal disease, where sap or leaves that are bruised and steeped in water is applied to the skin.[19] A decoction of the leaves taken internally was known as ‘Maori painkiller’ or ‘bushman's painkiller’ and used for stomach aches and pains. Chewed leaves were used on toothaches.[19] Early European settlers also used the bark as a substitute for quinine and the sap to aid skin diseases and cure gonorrhoea.[20] They ingested the Horopito internally as an analgesic, antiseptic and a quinine substitute for chronic diarrhoea and stomach pain. Traditional uses also included, colds, flus, chest infections and asthma. In more recent times, the Horopito has been used for its antifungal properties treating bacterial and fungal infections such as Candida albicans.[21] The P. axillaris in particular has been found to have higher levels of paxidal (2.2-6.9%).[17] Paxidal is a medical ingredient used for headaches, toothaches, joint pain, period cramps and more.[22]Cultural uses        Edit
The dark-red wood off the Pseudowintera species has also been used by woodworkers for ornamental work such as carving and inlaying[20]Gonorrhea, colloquially known as the clap, is a sexually transmitted infection (STI) caused by the bacterium Neisseria gonorrhoeae.[1] Infection may involve the genitals, mouth, or rectum.[7] Infected men may experience pain or burning with urination, discharge from the penis, or testicular pain.[1] Infected women may experience burning with urination, vaginal discharge, vaginal bleeding between periods, or pelvic pain.[1] Complications in women include pelvic inflammatory disease and in men include inflammation of the epididymis.[1] Many of those infected, however, have no symptoms.[1] If untreated, gonorrhea can spread to joints or heart valves.[1][2] アジアや南アメリカにも、この、Pseudowintereaeの仲間は存在する。


主な原産国にはコモロ、フィリピン、マダガスカル、セイシェル、インドネシアなどがある。その中でもコモロがイランイランの精油の全産出量の29%を占めている（1998年）[要出典]。イランイランノキ。専ら香料として利用されてきたが、近年ではアロマテラピーでも広く使われ、中枢神経をリラックスさせる効果があると言われ、また興奮、陶酔の作用、抗抑鬱作用、催淫作用もあると唱えられている[7][8]。科学的にはリラックス作用ではなく刺激作用が確認され、香りの吸引で鬱状態が軽減される可能性がある[6]。低濃度の場合、リラックス作用が認められる。強い香りは悪心や頭痛を引き起こす場合がある。精油には高い皮膚感作性が認められる[6]。化粧品・医学部外品成分の香料の中で、イランイラン油はアレルゲン陽性率が高い[9]。近縁のゴニオタラムス属 Goniothalamus 等にも共通するのだが、本種の花の大きさは確定できない。蕾が開いて花弁が展開した後にも花弁の成長が続き、長さ8cmほどにまで達するのだが、その成長が止まった時点ではまだ良い香りがあまり出ておらず、黄緑色だった花弁が黄色く萎えてきてからようやく香りが強くなってくる。この時点で花弁は枯れ始めているわけだが、花の機能という面から考えれば、むしろここからが開花の時期と考えられる[4]。


英語読むのマジで疲れる。カード効果考える人は、英語読めなければならない。英語読める人が作っているのかどうか知らないけど。さて、次は、ジャスミンの親戚として、レベル８のアロマを考えてみるが、ところで、アロマポッドってレベルいくつなんだろう。これもアロマだけど。レベル１だな。ローリエのライバルが存在した。アロマポッドはそのままでいいと思う。ところで、アロマポット表記が正しい。


ジャスミン
目        :        シソ目 Lamiales
科        :        モクセイ科 Oleaceae
連        :        Jasmineae
属        :        ソケイ属 Jasminum


熱帯地方原産の植物であるため、中緯度以北では温室が必要な種が多いが、シロモッコウやハゴロモジャスミン、オウバイ（黄梅）は耐寒性があり、普通に露地栽培することができる。肥沃で水はけのよい土地を好む。ソケイやマツリカ、シロモッコウなどはつる植物であるので、支柱が必要である。支柱があると2 - 3メートル程度の高さまで伸びる。通常は挿し木で増やす。ほとんどの種が観賞用として栽培されている。栽培の歴史は古く、古代エジプトですでに行われていたといわれている。ソケイとマツリカの2種については、香料原料として大規模な栽培が行われている。アジアからアフリカの熱帯あるいは亜熱帯地方が原産である。


元のテキスト
１．ドローする。
２．出す。


で、ジャスミン改造を考える場合は、マジョラムなどの三人をあわせて考えて、効果をいれかえておかなきゃいけない。


ローズマリー
１．表示形式
２．貫通
３．カードが除外された時出る。


マジョラム
１．除外
２．召喚。
３．カードが破壊された時出る。


ベルガモット
１．攻守上昇
２．相手のモンスター効果無効
３．ダメージ受けた時出る。


ジャスミン
１．ドロー
２．ダメージ無し
３．効果が発動した時出る。


まあ、これでいいかなと思うが、マジョラム、ベルガモット、ローズマリーの３人には、アロマガーデン発動する効果つけておく。ジャスミンにはつけない。


候補。
It is a deciduous shrub growing to 8 m tall.Fontanesia is a genus of flowering plants in the family Oleaceae, usually treated as comprising a single species Fontanesia phillyreoides, though some authors split this into two species (see below). It is native to southern Europe (Sicily), southwestern Asia (Lebanon, Syria, Turkey) and eastern Asia (China), with two well-separated populations.[1][2][3][4]果実にはならない。花は白い。色別にかぶってもいいと思いますよ。


レンギョウ（連翹、学名：Forsythia suspensa (Thunb.) Vahl[1]）は、モクセイ科レンギョウ属の落葉性低木広葉樹。別名、レンギョウウツギ（連翹空木）。古名は、いたちはぜ、いたちぐさ。中国名は連翹・黄寿丹。英名はゴールデンベル (golden bells, golden bell flower)。付いた果実は漢方薬（下記参照）として用いられる。漢方医学では「連翹」と呼ばれ、解熱剤、消炎剤、利尿剤、排膿剤、腫瘍・皮膚病などの鎮痛薬に用いる。成分にトリテルペン、モノテルペングリコシド、リグナンを含み、強い抗菌作用がある。成熟果実を一度蒸気を通したのち、天日で乾燥し用いる。日本薬局方においては、レンギョウまたはシナレンギョウの果実を用いている。俳句        編集
俳句では春の季語である。


連翹忌        編集
4月2日は彫刻家・詩人の高村光太郎（1883年 - 1956年）の命日で、これを連翹忌とも呼ぶ。これは、高村が生前好んだ花[5]がレンギョウであり、彼の告別式で棺の上にその一枝が置かれていた[6]ことに由来する。


ところで、森羅のセンジュ・レギア は でかい植物だが、レベル高い方がでかい植物の方がいいと思えるので、レンギョウの方が、漢方薬としての要素あるので、使えそうだが、Fontanesiaの方がいいと思える。なので、名前は、Fontanesiaにしておく。


Fontanesia（仮）
１．回復した時、カード一枚デッキから手札に加え、それから、フィールド／墓地／手札から、カードを一枚デッキボトムに戻す。
２．ライフが高い時、デッキ／墓地／手札から、モンスターを一体特殊召喚出来る。
３．カードの効果が発動した時、手札から特殊召喚出来る。


耐寒性耐暑性に優れているため、日本全国に分布している。大気汚染や病虫害にも強く、どんな土壌でもよく育つことから、庭木、公園、垣根に用いられることが多い。（レンギョウ）


えーっと、アロマでデッキ組んで、足りないところを補う用途にしてみよう。つまり・・・わからない。最近使ってないからな。罠カード一杯あるので、罠カードサーチしたり、サルベージ出来るといいが、もう、カナンガにこの能力与えてしまったので、特に必要無いな。じゃあこっちは、デッキからモンスター出す効果でいいや。カナンガの付属させた効果は、罠カードセットするのに役立つ。デッキや墓地から。こちらは、デッキや墓地から、モンスター出す効果にする。回復した時の効果がムズい。もう戻すという最強の効果を、レベル７に与えているので、それを超える効果にしないといけない。ドローでいいや。


さて、この通りしろと言っている訳ではない。私のレベルで考えただけである。運営に催促してみるか。


前も一回だけ言ったけど、アロマのレベル７とレベル８欲しい。現在いないと思うけど。花の色かぶってても別にいいと思う。


８／２３
ーーー
ところで、逆に、魔法の方がいいカードもある。なんでしょうか？ トラップスタンです。明らかにSRの価値無い気がするがどうであろう。


魔法になればSRでいいと思う。大嵐の場合、罠でも面白いよね。


大嵐
１．魔法
２．全ての魔法罠を破壊する。


相手ターンに吹き荒れる嵐
１．罠
２．全ての魔法罠を破壊する。


相手にセットさせてから、全て破壊して、返しのターンに使用させない訳だ。発動だけは出来るからね。自分ターンにしか使えに場合。ホーリーライフバリアとかだな。


王宮のお触れは、永続魔法の方がいいと思う。大抵のカードは罠の方が強いが、逆の例もたまにある。六花深々もそうだな。ま、魔法だとしても終わっているとは思うが。だからこうする。


六花深々
１．デッキから、植物族を一体守備表示で特殊召喚する。
２．１をしたあと、自分はエクシーズ召喚出来る。
３．罠


で、相手ターンにエクシーズ召喚するなら、まあ罠でもいいかなと思ったりする。魔法バージョン。


六花浅々
１．デッキから、植物族を一体守備表示で特殊召喚する。
２，魔法


さて、リリース効果入れるならこうなる。


六花散々
１．デッキから一体植物族を召喚する。そのあと、自分は、手札／フィールドの植物族を一体リリースしなければならない。
２．速攻魔法。


ところで、散々で、相手が召喚した植物族を、仮に除外するとか、底なしで落とすとかした場合に、他に植物族いない時どうなるかというと、何もリリースしなくてもいい。ここらへんは多分、痛み分けと同じ。


ーーー
何度でもいおう。えーっと、六花絢爛罠じゃなくて使いずらくてもったいない。それで、アキと勝負していて、偽りの種が使われているのがわかった。で、偽りの種、略結論、


偽りの種
１．デッキから、レベル３以下の植物族モンスターを、一匹特殊召喚する。
２．この効果で特殊召喚されたモンスターは、効果が無効化され、エンドフェイズにデッキに戻る。
３．速攻魔法。


名前偽りの種なんだから、効果無効化とか、すぐ戻ってしまうぐらいいいと思うけど、手札からしか出せないと極端に弱い。手札二枚も消耗するからである。あと、手札にレベル２以下の植物族来てない時どうすりゃいいんだって事だ。で、メインディッシュ。


六花絢爛
１．通常罠
２．手札かフィールドから、植物族を一体リリースする。それから、デッキから、同じレベルで、名前が違う二枚の植物族を選び、手札に加える。この効果は１ターンに一度しか使用出来ない。


一枚だけデッキに入れておく。連発出来ないのは、手札一気に増えると困るって、運営が考えているから。強欲な壺禁止されている事から、手札増える事に対する憎悪感が強い事が伺われる為。


ーー
エラー再起動が酷く頻繁に起こる。例えば、デッキ編集後、保存する時に起こる。そして、再度入ると、変更は保存されていない。


ーー
さて、わかった。何が？ エリカの問題点が。


元の効果
１．リリースして攻守アップ
２．墓地から復活。


えーっと、２はそんなにまずくないが、１がまずいので、２を行いにくくなっている。１を改良しなければならない。こうする。


１．このカードをリリースして発動する。フィールドのモンスターの攻守を１０００上昇する。この効果は相手ターンでも使用出来る。しかもダメージステップでも発動出来る。


ダメージステップは無理言っている感があるが、敵も対象にすると、とりあえずとにかくリリースしたい時に使える。ダメージステップに使えた方がいいのは、プリムを一体で裏側守備で出す場合が多いから。






ーーー
六花絢爛は、罠カードじゃなきゃ駄目で、しかも、手札からリリース出来ないと駄目だ。ところで、レベル５１出てきたよ。レベル５１知らない人よ。


収容所でふざけた薬使われて、心臓バクバクしている。


そういう訳で、絢爛は切らなきゃいけないだろうなぁ・・・はぁ。


レベル５１のデュアルけっこう強い。突撃指令してくるからね。それで、絢爛切る場合、似たような効果持っている人に、スノードロップいるので、で、スノードロップ一枚持っているので、スノードロップ使うと仮定？ いや、絢爛の方がマシなんだよな。だって、手札に植物族いないと、スノードロップ何の意味も無いもんね。


色々と駄目だな。なんで使えないジャンル存在するんだろう。負け役か。ふぅ。ところで、分断・底なし・デモンズチェーン・闇の呪縛しつつ、エレキ使うと強い気がする。でもつまらないし、デモンズチェーン持ってないからやらないけど。みんなこの型になったら、私は誰にも勝てなくなるし、コナミも困ると思う。他のカード売れなくなるから。デモンズチェーン、６１０円のコースで販売してくれないかなぁ。してくれれば、エレキが強化されて、エレキ増えて、そして、私の負け率がアップするね。


だからエレキと同じ程度使えるぐらい六花強化してもらえないかなぁつーか、植物族でいいんだけどさ、植物族強化してもらえないかなぁと思う。エレキ基準に考えてみよう。デモンズチェーン買うかなぁ。まあ、でも、普通に戦う場合あまり要らないけど。普通に戦うってのは、ダイレクトアタックしない戦術って事だが。






ーーー
六花絢爛と同じ効果で、発動タイミング罠のカード作ってください。あるいは、別に六花じゃなくて、植物族に関与させても、あるいは、どんなモンスターでも問わないでもいいです。


ってぐらい、六花絢爛は、魔法だと使いづらい。自分のモンスターリリースする効果である。自分ターン中に、自分の場ががら空きになると、相手に対し攻撃出来なくなる。仮に相手のカードががら空きでも。だから、自分ターン中に一回通常召喚して、普通に攻撃して、相手ターン中にリリースし、それから、返しのターンで、また通常召喚して、攻撃するのが正しい。この六花絢爛ってやつは、そういう意味合いで駄目すぎる。SRだけど。まあRでいいと思う。壊れているから。


８／２２
ーーー
絢爛をこうする訳だ。
１．このカードは手札／フィールドのモンスターをリリースして発動する。
２．デッキから、名前は別で、レベルが同じ植物族を一枚ずつ選んで、手札に加える。
３．罠。


で、深々というのがあるが、こっちはこうする。
１．絢爛と同じ。
２．手札か墓地から、名前は別で、レベルが同じ植物族を、一体ずつ特殊召喚する。
３．魔法にしよう。


このゲームよくある事だけど、同じジャンルのカードの、魔法と罠が入れ替わっていた方がいい場合が多い。何故、絢爛が罠の方がいいかというと、自分の場をがら空きにしておいて、ウェーブフォース使う為である。また、相手の除去にチェーンして、自分のフィールドのモンスターをリリースする。


深々の方は、自分ターン中に、エクシーズとかする必要があるので、魔法の方が都合がいい。だから、これらのカードは、魔法と罠が逆である必要がある。以上。結果的に、深々は全然使えないカードになっている。駄目だな本当に・・・。


六花の風花（改造されています）
１．永続罠
２．お互いのプレイヤーは、エンドフェイズ毎に、自分のモンスターを一体リリースしなければならない。
３．自分の墓地のカードが、植物族のみの場合、スタンバイフェイズ毎に、手札に、六花カードを、デッキか墓地から加える事が出来る。ただし、その場合、ドロー出来ない。


出来た。六花は新しいカードらしい。２０２０年ぐらい。次が出るのはまだまだそうだが、出すなら無駄なカード出されても困るので、使えるカードにして欲しい。なんで無駄なカード出すんだろうなぁ・・・。


次アロマ。


渇きの風
１．回復する度に、フィールドのカード一枚破壊しなければならない。
２．相手フィールドにモンスターがいる場合、ライフを１０００支払い、そのカードを破壊出来る。この効果は相手ターン中でも使用出来る。
３．永続魔法。


ところで、アロマの永続罠、なんで永続魔法じゃないんだろう。


潤いの風
１．手札を捨てる度に、ライフを５００回復する。この効果は相手ターンでも使用出来る。
２．エンドフェイズ毎に発動する。墓地からカードを一枚手札に加える。
３．永続魔法。


恵みの風
１．ライフを５００支払い、墓地、または手札から植物族を一体特殊召喚する。この効果は相手ターン中でも使用出来る。
２．墓地、または手札からデッキに戻す。自分は１０００回復する。この効果は相手ターン中でも使用出来る。
３．永続魔法。


ネクロの風の方がいいかも知れない。ネクロドール、ネクロフィア、ネクロの魔導書。


で、思ったんだけど、永続魔法って相手ターンに使用出来ないルールでもあるのかな？ ではない。アロマガーデニングは、相手ターン中にしか、使用出来ない。攻撃された時の効果は。


アロマガーデニング
１．モンスターが召喚特殊召喚リバースする度に、自分は１０００回復する。
２．戦闘がおこった場合、ダメージ計算後発動出来る。デッキから、アロマを一体特殊召喚する。
３．永続魔法。


ところで、ゲームでは、召喚と言った場合、通常召喚の事しかささないが、私は、召喚の一言で、全部の召喚指したいんだよ。なので指す。


ーーー
体現すべきテーマがないので、遊戯王デュエルリンクスがあって本当に良かったと思っている。体現すべきテーマがないので、試しに聖書を読んで見る。あなたを天の星の様に多くされた と 出た。さて、こうやって遊戯王を拡散する手伝いをして、遊戯王デュエルリンクスは、天の星の様に増えるのかって話だ。


ところで、本当に大切な事は言う事が出来ない。でもさ、実はこっちの方が大切かも知れないんだ。六花絢爛の問題点を発見した。なんでこのカード、手札からリリース出来ないんだ？ 必死に召喚したモンスターリリースしてどないすんねんと思った。このメッセージは運営に送るべきだな。別にブログ用に書いておいたのだが。怒弓部隊もそうだと思ったけど。まあでも・・・ブルーアイズとかの場合別に、怒弓部隊は特に問題無いのだろうか。破壊出来る範囲広いし。でも手札のブルーアイズ処理出来ないので、やっぱ駄目だな。ああ、セイクリッドとか、テラナイトならいいのかも知れない。召喚しやすいので。つまり、怒弓は別によくて、六花絢爛に問題があるんだな。この問題は重要である。歴史的問題に興味がわかないんだ。それよりこっちの方が大事である。


あと、六花絢爛って、正直、罠カードの方がいいと思う。相手の除去にチェーンして、リリースするんだよ。色々と酷くもったいないカードだ。文句を言いまくる事にする。なんというか、文句言うべき相手いて良かったと思う。感謝します。例えば、政治家に文句を言うとする。私は細かい事に興味はない。細かく無い事は、ずっと自民党がやっているのが問題なので、さっさと政権交代しろって思う事だ。実際はしない。なので、ソレ以上政治的な問題に首突っ込むだけ無駄である。千年王国である。いつまで自民党がやり続けるんだろうか。ああそういえば、共産党が、立憲が、やる気がなくて困るとか言っているとか言っていた気がするが、だとしたら、自民党を倒すなんて夢のまた夢である。一方でいつ選挙か、それとも選挙もう終わっているのかどうかすら不明だが、私はどっちみち、収容されているので選挙には行けない。調べるか。自民党がいつ解散するか決めるらしいが、９月から１１月の間に解散すると予測されているらしい。消費税０％にしろ。


消費税０％にすれば、もっと買えるだろう。何を？ 仮想上のカードを、リンクスの事である。紙のカードと、仮想上のカードに分かれる。つまりだが、消費税増税されると、コナミは困るはずである。で、政治的な話もう終わりかも知れない。もうネタがない。ただ言えるのは、自民党以外に投票しろという事だ。消費税１０％にされっぱなしでいいのかって話である。あるいはもっと上昇するかも知れないが。こういう理由で。さて、コロナの医療費がかさんでいる。消費税増税します。とか そういう 適当な言い訳で増税する気がする。自民党に勝たせてはいけない。


ちなみに、消費税を無限に増税していって、生活費が足りなくなってきた場合、切るべきところは、娯楽しかないので、先に切られるのは、遊戯王デュエルリンクスである。スーパーマーケットではなく。危険度は高い。


やばい
↑遊戯王デュエルリンクス
回転寿司
↓スーパーマーケット
安全


なのでまあ、かなり昔言った様に、規模を収縮して、広告収入で経営するとか。まあ・・・消費が減退している時に広告出してくれる人いたらの話だけど。つまり、終わりであろう。終わったらどうする。終わったら困る。いくら使ったと思っているんだ。


どうせ切るなら、コナミが遊戯王もし切るなら、紙のカードの方を切って、リンクスは残して欲しい。だって紙のカードの方が多分だけど、制作費用かかるじゃん。コストがかかるので、あれ？ そうだよね。広告収入でもやっている、スマホゲームあるけど、あれは、出来る人がやれば、低予算で、ゲーム作れるから実現しているんだよね。だから、スマホゲームの方が、紙のゲームより、安い投資で済むと思っている。


まあとにかく、言えるのは、消費税増税は、憎むべき事で、阻止しなければならないって事である。そういや、以前から、ナツズイセンは売っていたんだけど、今でもヤフオクで売っている。素晴らしいと思う。で、エリカ。


エリカの元の効果。使っているので効果よく知っている。
１．手札からリリースして味方の攻守上昇。
２．味方がリリースされた時、墓地から復活するが、すぐ除外される。


問題がいくつもある。まず、２の効果の発動条件を満たすのが困難である。クソだな。そして、墓地にこのカード埋葬するのも困難である。アレあったっけか。愚かな埋葬。ま、あってもなくてもいいや、言いたいのは、こういう事である。


エリカ改造版
１．手札かフィールドからリリースして、味方の攻守 ２０００上昇。この効果は、このカードしか無い場合でも使用出来る。
２．誰かがリリースされた時、墓地か手札から、守備で特殊召喚する。この効果で特殊召喚されたこのカードは、表示形式を変更出来ない。


１の効果どういう意味かというと、本人をリリースして、もう言うの面倒だな。つまりだが、こういう通常魔法があればいい。


１．相手のライフを０にする。


あと、


１．デッキから、手札に一枚、好きなカードを加える。


ワンキル。ところで、２５０ダメージに減らされているね。そんな考慮する必要無いのにさ。罠強いんだよね。ふう・・・全部罠でいいんじゃないの？ 六花絢爛罠の方がマシだって話したけど。


ーーー
あとは、蠱惑魔が手に入るまでは、延々と、六花に関し言い続けるだけだと思われる。延々と同じ事言わなきゃいけない。Enchant scripture in vain。


改造された、スノードロップ。ところで、スノードロップの花を検索してみよう。思ったより小さい。スノードロップもう一回調べ直そう。ところで、家庭で園芸出来る状況でも、スノードロップはサポート外だった。注目してなかったのである。


階級なし        :        単子葉類 Monocots
目        :        キジカクシ目 Asparagales
科        :        ヒガンバナ科 Amaryllidaceae
属        :        ガランサス属 Galanthus


目        :        キジカクシ目 Asparagales
科        :        ヒガンバナ科 Amaryllidaceae
亜科        :        ヒガンバナ亜科 Amaryllidoideae
連        :        ヒッペアストルム連 Hippeastreae
亜連        :        ヒッペアストルム亜連 Hippeastrineae
属        :        ヒッペアストルム属 Hippeastrum
Herb.
アマリリス


目        :        キジカクシ目 Asparagales
科        :        ヒガンバナ科 Amaryllidaceae
亜科        :        ヒガンバナ亜科 Amaryllidoideae
連        :        ヒガンバナ連 Lycorideae
属        :        ヒガンバナ属 Lycoris
種        :        ナツズイセン L. squamigera


目        :        キジカクシ目 Asparagales
科        :        ヒガンバナ科 Amaryllidaceae
亜科        :        ヒガンバナ亜科 Amaryllidoideae
連        :        ヒガンバナ連 Lycorideae
属        :        ヒガンバナ属 Lycoris
種        :        ヒガンバナ L. radiata


スノードロップの球根には、強い毒性を持つアルカノイドも含まれており、体内に入ると下痢や嘔吐・めまいなどの症状が出てきます。 小さな子供やペットがいる場合には、十分に注意して管理しましょう。


えーっと、ヒガンバナからの距離は、ナツズイセンが一番近くて、アマリリスや、スノードロップは遠い。なので、毒性無いかも知れないと思い調べてみたら、毒があった。


さて、毒あったので味方リリースする効果は健在でいいや。


１．味方を手札／フィールドからリリースして、墓地か手札から、このカードをだす。この効果は敵ターン中に使用出来る。
２．このカードが、召喚特殊召喚、リバースした時、手札から、植物族を一体特殊召喚する。
３．レベルを変化させる。
４．敵ターン中に使用出来る。エクシーズ召喚を行う。


効果増やした。ヒマなので、どんどん増えていくかも知れない。しかし、エクシーズ素材にしかならない程度の能力なので、一人では戦う事は出来ない。


ヘレボラス。ところで、なんだっけ、キンポウゲは、仲間が多いので、多分、花がきれいな特徴があるんだよな。福寿草もキンポウゲだもの。いくらでも出そうと思えば出せる。ところで、福寿草が、六花に出る資格・・・つまり、花びらが６枚かというと、１３枚だな。多いな。フクジュソウだすなら、奇数なので、５花に出さなきゃいけないだろうな。相棒なんて言っていたっけ、杏子・・・今日・・・ヒマ？ だったな。杏子って花びら何枚なんだろう。５枚だな。アンズは５花の中核を担わねばなるまい。


綱        :        双子葉植物綱 Magnoliopsida
目        :        バラ目 Rosales
科        :        バラ科 Rosaceae
亜科        :        サクラ亜科 Prunoideae
属        :        サクラ属 Prunus
種        :        アンズ P. armeniaca


ヘレボラスに関して言えば、母親が庭に植えていたので、どんな植物かよく知っている、随分長い間開花しており、丈夫な植物である。種が出来るかはよくわからん。


１．手札、フィールドのモンスター一体をリリースし、手札か墓地から、このカードを特殊召喚する。
２．このカードがリリースされた場合発動する。このカードを墓地から守備表示で特殊召喚する。この効果で特殊召喚されたこのカードは、表示形式を変更出来ない。
３．手札からも使用出来る。このカードを含む、モンスターを二枚リリースする事で、相手の効果の発動を無効にし、そのカードを除外する。
４．味方を３体まで選択し、そのレベルを２上昇させる。


はい。ヒマだな・・・遊戯王もっと植物出せと思う。こんな事考えているユーザーほとんどいないと思うが。アマリリス出てきたので、アマリリースを改造する事にしようか。


アマリリース
１．このカードをリリースして発動する。このターン、自分はリリースを必要としない。この効果は手札からでも使用出来る。
２．自分スタンバイフェイズに使用出来る。このカードを墓地から手札に戻す。


エネコンとか、色々なリリースを省ける。六花でも当然使用出来る。帝では使用しても微妙だな。


薔薇恋人
１．召喚時発動出来る。手札・デッキのレベル５以上の植物族モンスターを特殊召喚し、このカードを装備カード扱いにして装備する。この効果で召喚されたモンスターは、このカードがフィールドから離れた場合墓地へ送られる。
２．墓地のこのカードを除外して、手札から、植物族を一体特殊召喚する。


薔薇恋人は薔薇なんでしょう。多分。


にん人
１．何回でも使用出来る。フィールド、手札の植物族一体をリリースし、このカードを墓地から特殊召喚する。
２．フィールドのこのモンスターを、墓地に送って使用出来る。墓地から植物族を一体特殊召喚する。


にん人強化して、リリースする効果入れて、六花を強化するという作戦だ！


森羅の番人オーク
オークって何？ 


階級なし        :        バラ類 Rosids
目        :        ブナ目 Fagales
科        :        ブナ科 Fagaceae
属        :        コナラ属 Quercus


ナラは、花びら小さすぎて、何がなんだかわからない。


オーク
１．６枚めくる。めくって出た植物族は、全て墓地へ送る。
２．このカードは、リリースしないで召喚出来る。その時このカードのレベルは４になり、元々の攻撃力は、１９００になる。
３．このカードが墓地に送られた時に発動する。墓地の植物族を、３体まで選択し、デッキトップに好きな順番で戻す。


３の効果は強制効果。１の効果は、必ず６枚めくらなきゃいけないので、デッキ切れを起こす可能性がある。


レギア
名前の由来は、マメ科ジャケツイバラ亜科の落葉高木「ホウオウボク」の英語での名称「Delonix regia」だろう。
英語名の「Hermitree」は、「隠者」を意味する「hermit」と「樹木」を意味する「tree」を組み合わせた造語と思われる。


階級なし        :        バラ類 rosids
階級なし        :        マメ類 fabids
目        :        マメ目 Fabales
科        :        マメ科 Fabaceae
亜科        :        ジャケツイバラ亜科 Caesalpinioideae
属        :        ホウオウボク属 Delonix
種        :        ホウオウボク D. regia


ホウオウボクの花びらの数は、５枚。
１．デッキトップを５枚まで確認し、好きな順番に入れ替える。それから一枚ドローする。
２．このカードが墓地に送られた場合、デッキトップを確認し、植物族がある場合、そのカードを墓地へ送るか、手札に加えるか選択出来る。他のカードはデッキボトムに戻す。
３．墓地から植物族モンスターを、デッキボトムに、８枚まで好きな順番で戻す事によって、このカードを、手札から特殊召喚出来る。


リーフってなんなの？ 植物族。じゃなくて、特になんか特定の植物を指していないと、ウィキではみなされているせいか、特に元ネタの名前は載ってない。


リーフはこうする。
１．３枚めくる。必ず３枚めくらねばならない。めくったあと墓地に送る。植物族であるなら。
２．リリースする。必ず所定の枚数リリースしなければならない。リーフが複数墓地に一気に送られた場合、リリースすべき数は加算される。また、墓地に送られた場合発動する。


めくる必要なくなったので、芝刈り機で暴走出来る様になっている。芝刈り機制限が続くだろうな。


さて、此処でペンギンが出てくる。
ペンギンナイト
１．このカードが墓地に送られた時、自分は自分の墓地のカードを全て、デッキに戻し、シャッフルする。


名前不詳
１．相手は、自分のカードが墓地に送られる度に、デッキトップから一枚墓地に送らねばならない。枚数は加算される。
２．永続魔法


森羅や芝刈り機で、相手のデッキ破壊も行ってしまうというカード。








8／２０
以前、ディスアロマとか言っていたが、ちゃんと、ANTONYMで調べる事にしてみる。Antonyms:
odour, odor, pungency, reek, stench


ただ、問題なのは、その香りを、不快と感じるかは、人それぞれという事だ。


えーっと、ラフレシアはすでに一人いる。ただ、間違いがある。ラフレシアは食虫植物ではない。なので、キメララフレシアは間違いである。


サブテラーって、レベルいくつまであったっけか。１２か。燭台大コンニャクを、レベル１２にして、ラフレシアはレベル１１にする。で、アドバンス召喚は、エクストラデッキから、上級モンスターを出す事にする。ブラックマジシャンサーチする効果は、ブラックマジシャン特殊召喚する効果になる。リジョンの効果がある。つまり、


リジョン
１．自分は２回通常召喚出来る。
２．このカードがフィールドから離れた時、自分のエクストラデッキから、アドバンス召喚可能なモンスターを一体、通常召喚扱いで召喚する。


いいと思わないですか？ いいですよね。そして、エクストラデッキは、２０枚制限にする。


燭台大コンニャクの効果は特に考えてないし、ラフレシアの効果も考えてない。以前言った様に、んー、あの花の名前忘れたんだよな。あの花は何処に行ったの。シソ科なんだけどな。名前なんだっけか。マジで。


シソ科の名前忘れた花→レベル９→エキウム・ウィルドプレッティ、ムラサキ科。
ラフレシア→レベル１０
燭台大コンニャク→レベル１１
プヤ・ライモンディ→レベル１２


シソ科検索しなおすか。エキウム・ウィルドプレッティ だった。しかも、シソ目ムラサキ科だった。シソ科じゃなかった・・・ま、捕まっているので仕方ない。植物と全然触れ合えてないからね。シャゼンムラサキ属。


ところで、運営側に、アロマージの、レベル７と８用意する様に要求したが、剛鬼も、実装されている分では、レベル７と８が無い気がするので、これも用意した方がいいと思われる。剛鬼の、レベル７と８が、あるかというと、結論から言うと無いので、用意される方がいいと思われるが、ところで、剛鬼は、プロレスの技で出来ているらしいが、柔道の技、すごい種類あるんだよね。作ろうと思えば、いくらでも作れるだろうね。剛鬼の場合、アロマと違って、同じレベルが複数存在するらしい。レベル５とレベル６が二匹ずついる。で、リンクスに存在しているかというと、いない。名前は別に言わないけど、レベル５と６は、一種類ずつしかいない。剛鬼そんなに強そうに思わないが、同ジャンル内のモンスターの種類多ければ多い程有利なのは間違いない。


でも私は植物族で行くと多分もう決まっている、決めているので、剛鬼はいらないけど、まあ、剛鬼も多分フルメンバー揃った上に、いつかは、レベル７と８も出てくれるのだろう。私は剛鬼のレベル７と８が見たい。剛鬼見ないけどね。何処だといるんだろう。ゴールドとかガチだからね。恐ろしいわ。恐ろしくてもうやってない。ゴールドとかやってらんないわ。剛鬼高ランクで使っている人いないのかしら。


で、六花に着目しだしたので、今度はアロマじゃなくて、スノードロップと、ヘレボラスを改造します。毒草なので毒っぽい効果がいいとは前から言っている。多分スノードロップも毒だろう。


ところで、せっかくなので、影のスノードロップと、ヘレボラスを考えてみよう。


スノードロップ→ヒガンバナ
ヘレボラス→クサノオウ


ヒガンバナ
階級なし        :        単子葉類 Monocots
目        :        キジカクシ目 Asparagales
科        :        ヒガンバナ科 Amaryllidaceae
亜科        :        ヒガンバナ亜科 Amaryllidoideae
連        :        ヒガンバナ連 Lycorideae
属        :        ヒガンバナ属 Lycoris
種        :        ヒガンバナ L. radiata


クサノオウ
綱        :        双子葉植物綱 Magnoliopsida
目        :        ケシ目 Papaverales
科        :        ケシ科 Papaveraceae
属        :        クサノオウ属 Chelidonium
種        :        C. majus
変種        :        クサノオウ var. asiaticum


アチャー、クサノオウケシの仲間だったわ。うまのあしがたはどうだろう。


ウマノアシガタ
綱        :        双子葉植物綱 Magnoliopsida
目        :        キンポウゲ目 Ranunculales
科        :        キンポウゲ科 Ranunculaceae
属        :        キンポウゲ属 Ranunculus
種        :        ウマノアシガタ R. japonicus


なのでいいんじゃないのかな。他になんとかスイセンとかあったけど名前忘れてしまった。本当にクソだな強制収容所は。夏水仙だ。ヤフオクで出てくる。ヤフオクは本当に植物の宝庫で、助かる。


夏水仙
階級なし        :        単子葉類 monocots
目        :        キジカクシ目 Asparagales
科        :        ヒガンバナ科 Amaryllidaceae
亜科        :        ヒガンバナ亜科 Amaryllidoideae
連        :        ヒガンバナ連 Lycorideae
属        :        ヒガンバナ属 Lycoris
種        :        ナツズイセン L. squamigera


で、改造したスノードロップと、ヘレボラスに戻る。


スノードロップ
１．味方を手札か、フィールドからリリースする事で、このモンスターを手札から特殊召喚出来る。
２．このモンスターが、召喚特殊召喚リバースした時、手札から植物族を一体特殊召喚出来る。
３．１〜１２までのレベルを指定して、フィールドの自分モンスターは全て、そのレベルになる。


ヘレボラス
１．味方を〜略〜出来る。スノードロップと同じ。
２．味方をフィールドからリリースして、このモンスターを墓地から出せる。
３．敵が効果を発動した時、手札かフィールドから、手札かフィールドから、モンスターを一体リリースして発動する。その効果を無効にし除外する。


ところでさ、レベル高い程強い方がいいと思うんだよね。別にそれで構わないはずだ。何故なら召喚するの大変だから。手札かフィールドからが２回繰り返されているのは、一回目が本人の居場所で、二回目が、リリースするモンスターの居場所。


ボタン
１．レベル上昇させる効果
２．本人がリリースされた場合、エンドフェイズに守備で再生する効果
３．本人をリリースして、手札に別の六花を加える効果。この効果は手札からでも使用出来る。


一人だけユキノシタ目。


エリカ
１．味方の植物族の戦闘時、ダメージ計算時のみ、攻守を２０００上昇させるが、このカードは、手札かフィールドからリリースされる。
２．味方がリリースされた場合、墓地もしくは、手札から守備で召喚される効果。
３．レベルを上昇させる効果。


エリカは、ツツジ目。


プリム
１．味方がリリースされた場合、手札から出る効果。
２．レベルを上昇させる効果。


プリムもツツジ目。


シクラン
１．味方がリリースされた場合、手札から出る効果
２．墓地から植物族を、守備表示で特殊召喚する効果。


シクラメンもツツジ目。


よし、こうなれば使える。ところで、今日は、蠱惑魔に注目しだしている。レベル４の植物族が４人いるらしいので、多分そうだ。なので、リンクスに用意されれば、植物族強化になると思われる。レベル４なので、プリムと４エクシーズに対応している。見てみたら皆レベル４だ。いいね。


あとはアロマが、レベル４二人いるとかそういう設定になれば行ける。何が？ ランク４とランク６を狙う植物族デッキが。ところで、ちょっと捕食植物も改造してみようか。使ってないけど。弱すぎるんだよなぁ・・・捕食カウンター置く効果が。置けないじゃないか。アレじゃ。とにかく、ランク８を植物族で出すのは、夢のある事なので、レベル８の捕食植物から見ていく。ちなみに、強いかというと強くない。エクシーズさえすれば勝てるという訳ではない。当たり前だが。罠入れたり相手の罠無力化する必要がある為である。出来なければ簡単に負けるけど、CPU倒すなら罠入れなくて十分である。多分。多分？ レジェンドのレベル１０としか勝負しないもんね。


ヘリアンフォリンクス。名前覚えづらい。
ヘリアンフォラという植物があるらしい。調べてみよう。


階級なし        :        真正双子葉類 eudicots
階級なし        :        キク類 asterids
目        :        ツツジ目 Ericales
科        :        サラセニア科 Sarraceniaceae
属        :        ヘリアンフォラ属 Heliamphora


ツツジ目だね。


効果こうしよう。元の効果をまず書く。
１．相手の表側表示のモンスターに、捕食カウンターが置かれている場合、このカードは手札から特殊召喚出来る。
２．このカードが相手によって破壊された場合、墓地から闇属性・植物／ドラゴン族を、出す。


改造した効果
１．相手の表側表示のカードに、捕食カウンターが置かれている場合、そのカードを自分の手札に加え、このカードを、墓地か手札から特殊召喚出来る。この効果は、１ターンに一度しか使えない。
２．このカードを手札に戻す事で、相手の表側表示のカード一枚を選択し、捕食カウンターを、３つ置く。
３．このカードがフィールドから離れた時、自分の墓地から、植物族か、恐竜族の、レベル８のモンスターを、一体特殊召喚する。


あと捕食植物のレベル６も見る。いねえな。いないんだ・・・。


レベル４
スピノ・ディオネア
ディオネアは、ハエトリ草の学名らしい。
綱        :        双子葉植物綱 Magnoliopsida
目        :        ウツボカズラ目 Nepenthales
科        :        モウセンゴケ科 Droseraceae
属        :        ハエトリグサ属 Dionaea
種        :        ハエトリグサ D. muscipula


そういう訳で、サラセニア科とは別らしい。目レベルで。


１．召喚特殊召喚リバースした時、相手の表側表示のカード全てに、捕食カウンターを一個ずつ置く。
２．捕食カウンターが置かれたカード一枚と、このカードを墓地に送って発動する。デッキ／エクストラデッキから、捕食植物一体を、召喚条件を無視して特殊召喚する。


にしよう。元のテキスト面倒だから書かない。ほとんど同じ効果です。ところで、サラセニアの方が、上級なのは何か意味あるんだろうか。


モーレイ・ネペンテス
「Nepenthes」は、ウツボカズラ属を意味する学名である。であるらしい。
階級なし        :        コア真正双子葉類 core eudicots
目        :        ナデシコ目 Caryophyllales
科        :        ウツボカズラ科 Nepenthaceae
属        :        ウツボカズラ属 Nepenthes


ナデシコ目になっている。ハエトリクサの場合、ウツボカズラ目になっているのに、多分ハエトリの方が間違って書かれていると思われる。植物の目は何度も変更されている為である。


１．召喚時発動する。相手の表側表示のカード全てに、捕食カウンターを一つずつ置く。
２．捕食カウンターが置かれたカード一枚を、このカードに装備カード扱いで装備する。その装備カードの効果は、元のカードの効果と同じになる。この効果は１ターンに一度使用出来る。
３．このカードに装備された、装備カードを墓地に送って発動する。捕食カウンターを、相手フィールドの表側表示にカードに、一個ずつ置く。


２の効果は、例えば、恵みの風を装備カードにして奪った場合、ライフを１０００支払い、アロマを墓地から特殊召喚出来たりする。で、白き霊龍を装備した場合、召喚時相手のカード一枚を除外する効果になったりする。つまりだが、ほとんどの場合そのカードを除去する程度にしか役立たない。ところで、捕食カウンターを複数置くと、どういうおもろい事が起こるかは謎である。


あとは、レベル８の植物族シリーズいってみるか、召喚が難しい割に弱い四名。その前に、コアキメイル・グラヴィローズ見てみるか。


１．召喚時発動出来る。デッキかエクストラデッキから、植物族を一体墓地へ送る。
２．スタンバイフェイズに発動出来る。墓地から、植物族を一体特殊召喚する。
３．エンドフェイズに発動する。このカードは破壊される。


グラヴィローズなんて、ノーマルレアでいいよ。Rだけど。


ひまわりの人
１．攻撃表示のこのカードを、守備表示にする。墓地から、植物族モンスター一体を特殊召喚する。この効果は、相手ターンでも使用出来る。相手は、このターン、全て攻撃表示になり、この、特殊召喚された、植物族に、攻撃しなければならない。また、この効果で特殊召喚された植物族は、１ターンに２回攻撃出来て、破壊されない。
２．このカードをリリースして発動する。エンドフェイズまで、味方の植物族の攻守は、１０００上昇する。この効果は、相手ターンでも使用出来る。


というカードにする。テキスト長いな・・・。


桜の人
１．このカードが召喚されたターン、相手はカードの効果を発動出来ない。
２．このカードを手札に戻す。手札から、植物族を２体まで特殊召喚する。


椿の人
１．このカードは手札から特殊召喚出来る。
２．相手がカードの効果を発動した時、手札か、フィールドから、植物族を一体リリースする事で、その効果を無効にする。


１強いと思う。こうした理由ですか？


モミジの人
１．他のモンスターを対象に出来ない。
２．フィールドから離れた時に。


このカードは微細に評価されているらしい。微細・・・。


まあ、いくらやっても遊戯王カードに過ぎないけど、他にやる事無いんだよなぁ・・・。ニュース見ないし。興味わかないんだよなぁ。


ーーー
蠱惑だけURで、あと残り全部SRで、そして、二枚づつでいい。


なんというか、ミニボックス、SR二枚ずつでいいんじゃないのか？ そして、URは、一枚だけ。それが蠱惑の落とし穴だと言っている。アルマデス昔は使われていたけど、今全然だものね。